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文
明
版

『三
帖
和
讃
』
の
書
誌

學
的
研
究

淺

井

了

宗

蓮
如
一
代
の
教
化
に
於
て
文
明
五
年

『正
信
偶
』
『三
帖
和
讃
』
の
開
版
は
顯

著
な
事
實
で
あ
る
。
而
し
て
文
明
版

『
三
帖
和
讃
』
の
成
立
過
程
に
關
す
る
問

題
は
未
だ
解
決
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
右
の
間
題
に
關
し
て
寛
政
十
一
年
香
月
院
深

働
の
『
御
草
稿
三
帖
和
讃
』
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
外
に

『御
自
筆
本
』
及
び

そ
の
漸
簡
や

『顯
智
書
窩
本
』
『眞
慧
書
窩
本
』
の
外
、
文
明
版
系
統
の
も
の
と

云
は
れ
る
本
願
寺
系
に
所
傳
す
る
古
寓
本
、
ま
た
は
佛
光
寺
系
の
書
爲
本
等
を

含
め
た
廣

い
意
味
で
の

「御
草
稿
和
讃
」
の
書
誌
學
的
研
究
の
必
要
を
宮
崎
博

(
1
)

士
も
指
摘
し
て
居

ら
れ
る
。

か
か
る
意
味
で
ま
た
そ
の

一
端
と
し
て
『
文
明
版
』

以
前

の
本
願
寺
系

に
所
傳
す

る
古

爲
本
に
よ

っ
て
右
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
。

一

室
町
時
代
の
本
願
寺
系
の
古
爲
本
と
し
て
現
存
す
る
も
の
、

一
、
永
享
八
年
入
月
、
教
俊
の̀
所
望
に
よ
つ
て
蓮
如

(當
時
廿
才
)
の
書
宜
側し

た
も
の
、
『正
像
末
和
讃
』
一
帖
、
西
本
願
寺
藏
、
以
下
「永
享
入
年
本
」
と
呼

ぶ
。

二
、
永
享
九
年
九
月
、
吉
藤
專
光
寺
へ
存
如
の
下
附
し
た
も
の
、
三
帖
、
金
澤

專
光
寺
藏
、
以
下

「永
享
九
年
本
」
と
呼
ぶ
。

三
、
文
安
六
年
五
月
、
加
賀
木
越
光
徳
寺
性
乗
に
下
附
し
た
蓮
如
(三
十
五
才
)

の
書
宜
側本
、
三
帖
、
西
本
願
寺
藏
、
以
下

「文
安
本
」
と
呼
ぶ
。

四
、
享
徳
二
年
十
一
月
、
近
江
手
原
道
場
へ
下
附
し
た
蓮
如

(三
十
九
才
)
の

書
爲
本
、
『浮
土
和
讃
』
『
正
像
末
和
讃
』
の
三
十
七
首
及
び
奥
書
、
二
帖
、
近

江
圓
徳
寺
藏
、
以
下

「享
徳
本
」
と
呼
ぶ
。

五
、
長
隷
二
年
二
月
、
教
俊
に
下
附
し
た
蓮
如

(
四
十
四
才
)
の
書
窩
本
、
三

帖
、
西
本
願
寺
藏
、
以
下

「長
豫
本
」
と
呼
ぶ
。

そ
の
他
東
本
願
寺
の
存
如
書
爲
の
一
本
、
越
後
浮
興
寺
の
『浮
土
和
讃
』
、能

登
羽
咋
本
念
寺
の
『浮
土
』
『高
僧
』
の
二
帖
、
能
登
上
町
本
澤
寺
の
一
本
等
が

あ
る
。
以
上
の
中
、
年
代
の
明
記
さ
れ
た

「永
享
八
年
本
」
、「永
享
九
年
本
」
、

「文
安
本
」
、「享
徳
本
」
、「長
豫
本
」
等
に
よ
っ
て

「文
明
版
」
と
封
比
し
相

(
2
)

互

の
異
同
を
概
括

的

に
述

べ
よ
う
。

先
づ

「
文
明
版
」

と
上
掲

の
諸
本
と
封
比
し
て
出
入
相
違
を
列
墨
す

る
と
、

構
成
に
關
し
て
、

8
上
掲

諸
本
の
い
つ

れ
も

が

『
澤
土

和
讃

』
の

始

め

の

「讃
阿
彌
陀
佛
偶
和
讃
」
の
題
號

と
「
愚
禿

綜
縫
作

」
と
云
ふ
撰
號

の
前
後
順
序

が
逆
に
な

っ
て
ゐ
る
。

ま
た

「永

享
九
年
本
」

の
み

『
正
像
末

和
讃
』

の

「
聖

徳
太

子
和
讃
」

の
題
號

・
撰
號

の
順
序
が
逆
に
な

っ
て
ゐ
る
。
伺

「
永
享
九
年

本
」

の
み

『
浮
土
和
讃
』
の
巻
頭

二
首
和
讃

(
冠
頭
讃
)
が
書

か
れ
て
ゐ
な

い
こ

と
、
『
浮

土
和
讃
』
大
輕
讃
第
入
首

目
以
下
第
十

・
第
十

一
・
第
十
四

の
四
首
に

頭
註

と
も

云
ふ
べ
き

「
本
願

ノ

コ
ヽ
ロ
、
第
十
八
ノ
選

揮

本

願

ナ

リ
」
以

下

「
三
十
五
ノ
願

ノ

コ
・
ロ
ナ
リ
」
ま
で

の
文
が
記
載

さ
れ
て
ゐ
な

い
。
し

か
も
、

述
懐
讃

の
前
に

「
コ
ノ
和
讃
ヲ

ヒ
ク

ヘ
カ
ラ

ス
」
、善
光
寺
和
讃

の
前

に
も

「
コ

ノ
和
讃

モ
ヒ
ク

ヘ
カ
ラ
ス
」
と
同

筆
で
書

か
れ
、
ま

た
各
帖
に
亘

っ
て
そ

の
最

後

に

「
三
帖
之
内
、

コ
レ
ミ
ナ
親
攣
上
人
之
御
作
也
」
と
同
筆

で
小
さ
く
書
か

れ
て
ゐ
る
。

国

「永

享
八
年
本
」
、
「永
享
九
年
本
」

に
は
』
正
像
末

和
讃

』
第

(
3

)

三
十

一
首
目

の
終
り
に

「
御
自
筆
澤

土
和
讃
下
巻
奥
書

被

載

此

一
首

件

本

如

此
」

と
書

か
れ

て
ゐ
る
。

(四〉

「
享
徳
本
」
、
「
長
豫

本
」
に
は

冠

頭

讃

に
次
ぐ
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「讃
阿
彌
陀
佛
偶

日
」
以
下
阿
彌
陀
佛

の
貧
號

『
十
佳
毘
婆
娑
論

』
の
抄
出
が

書

か
れ

て
ゐ
な

い
。
国

「
享
徳
本
」
に
は
奥
書

に
引
績

い
て

「
清
風
賓
樹

ヲ
フ

ク
ト
キ

ハ
」

の
和
讃

が
第

三
句
ま
で
書

か
れ
而

か
も
抹
清
し

て
あ
る
。

以
上
は

構
成

に
關
す
る
相
違

の
圭
な
も

の
で
あ
る
。

和
讃

の
配
置
や
讃
敬

は
ほ

と
ん
ど

「文

明
版
」

と
攣
り
は
な

い
。

次
ぎ

に
和
讃
本
文

の
相
違

で
あ
る
。
『
正
像
末

和
讃
』
第
七
十
九
首
目

の

「佛

智

不
思
議

ヲ
ウ
タ
カ

ヒ
テ
」

の
句
を

「文

明
版
」
以
外

の
諸

本

は

い
つ

れ
も

「
佛
智

ノ
不
思
議
」

と
な

つ
て
ゐ
る
。
(
こ
れ
は

『
御
草
稿

三
帖

和
讃
』

竜

同

じ
で
あ
る
。
)

左
訓

に
關
し
て
は
、
「
文
明
版
」
と
野

比
し
て
可
成
り
出
入

が
あ

り
、

ま

た

各
本
相
互
に
相
違

が
あ
る
。

そ

の
圭
な

一
二
の
例
を
揚
げ
る

と
、
『
正

像

末

和

讃
』
第

二
十

一
首
目

の

「
度
・衆
生
心
ト
イ
フ

コ
ト

ハ
」

の
句
に

「
文
明
版
」
に

は

「
ヨ
ロ
ッ
ノ

シ
ユ
シ
ヤ
ウ

ホ
ト
ケ

ニ
ナ
サ
ン
ト
ナ
リ
」
を

「
永
享
九
年
本
」

以
外

の
諸
本
は
衆
生
を
有
情
と
し
て
ゐ
る
。

(
而
し
て
衆

生
と
す
る
こ

と

は

河

州
本
と
同
じ
、
)
「
永
享
九
年
本
」
は

「
ミ
タ
ノ
ホ
ン
ク
ワ
ソ
ヲ

ウ

ミ

ニ
タ
ト

ヘ
マ
フ
ス
ナ
リ
」

と
し
て
ゐ
る
。

(
こ
れ

は

恐
ら
く
第

二
十

三
首

目

の

「
彌
陀

ノ
智
願
海
水

二
」

の
左
訓

の
誤
爲
と
思
は
れ
る
。
)
し

か
も

「
文
明
版
」
は
上
掲

諸
本
よ
り
概

し
て
左
訓
が
多
く
、

ま
た
町
寧
に
な

つ
て
ゐ
る
。

そ
の

一
例
と
し

て

『
高
僧

和
讃
』
第
三
十
首

目
ノ
第

三
句

「
粉
州
粉
西
秦
陵

ノ
」
左
訓
が
諸
本

(「
永
享

八
年
本
」
、
「
享
徳
本
」
は
敏
)
に
は
施
さ
れ

て
ゐ
な

い
。
ま
た
終
句
「
勝

地

二
璽
廟

タ
テ
タ

マ
ゥ
」

の
左
訓
を
諸
本
は

「
ス
ク

レ
タ
ル
ト

コ
ロ
」

の
み

で

終

つ
て
ゐ
る
の
を

「
文
明
版
」
で
は

「
ス
ク

レ
タ
ル
ト

コ
ロ
ト

ム
ラ
ン
ノ
ミ

バ

カ
ナ
リ
」
と
し
て
ゐ
る
。

(
こ
れ
等

の
左
訓

は

『
御
草
稿

三
帖

和
讃
』
竜

「
丈

明

版
」

と
同

じ
、
)
以
上
は

「
文
明
版
」

と
諸
本

に
共
通
す
る
相
違

出

入

の

一
部

を
掲
げ

た
が
、
更
に
各
本
相
互
に
可
成

の
出
入
が
あ
る
。

次
ぎ

に
假
名
遣
ひ

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
各
本
相

互
に
可
成

り

の
相

違

が
あ

る
。
例

へ
ば
聲

の

エ
と

ヱ
、
教

の
オ
と
ヲ
、
見

の

エ
と

へ
、
攣

の
ワ
と

ハ
、
障

の
ワ
と

ハ
等

で
あ
る
が

こ
れ
も
各
本
そ
れ
ぞ
れ

一
定
し

て

ゐ

な

い
。

こ

れ

は

(
4
)

「
文
明
版
」
自
鐙

に
も

云
ひ
得
る
慮
で
、

か

つ
て
梯

氏
の
研
究

に

エ

・
ヱ

・
へ
・

オ

・
ヲ

・
ホ

・
ウ

・
ブ
の
混
謝
を
掲
げ
て
假
名
遣

ひ

の
標

本
室
。

國
語
博
物
館

と
評
し
て
ゐ
る
程

で
あ
る
。

二

以
上
文
明
版
系
統

と
云
は
れ
、
し
か
も

「
文
明
版
」
に
最
も

近
い
と
思

は
れ

る
四

・
五
本
に
就

て
そ
の
出
入
相
違
を
抄
出
し
た
。

而
し
上
掲

の
諸
本
を
綜
合

し

て
窺
は
れ
る
こ
と
は
、
存
如

の
書
爲
し
た

「
永
享
九

年
本
」
や
蓮
如
書
爲

の

「永

享
八
年
本
」
に
附
記

さ
れ
て
ゐ
る
如
く

「
五
濁
悪
世

ノ
有
情

ノ
」
和
讃

が

『
高
僧

和
讃
』

の
終
り

に
書

か
れ
た
親
攣
百

筆
と
構
す
る

一
本
を
傳

へ
て
ゐ
た

も

の
と
思
は
れ
る
が
、

そ
れ
は

『
反
古
裏
書
』
に

云
ふ

「
建
長
六
年
云

々
」

の

も

の
と
同

一
で
あ
る
か
、
或

は
ま
た

「
文
明
版
」

と
同

一
の
構

成

・
讃
籔

及
び

和
讃

の
配
置
を
な
す

今

一
本
を
傳

へ
て
ゐ
た
も

の
か
不
明
で
あ
る
。
御

自
筆
本

と
構
す
る
も

の
が
本
願
寺
系

に
現
存

し
な

い
。
ま
た

「
永
享
九
年
本
」
と

「
文

安
本
」
と

の
間
に
構

成
に
關

し
て
開
き

が
あ

る
。
「
永
享
九
年
本
」
に

は

冠

頭

讃
が
置

か
れ
て
ゐ
な

い
の
に
十

二
年
後

の

「
文
安
本
」

に
は
そ
れ
が
置
か
れ
て

ゐ
る
。

こ
れ
は
存
如

の
指
示
に
よ
る
も

の
と
も
解

し
得
る
。

或
は
叉
底
本
と
な

る
べ
き
も

の
が
あ

っ
た
か
否
か
、

そ
れ
も

不
明
で
あ

る
。
ま
た

「
文
安
本
」
に

は
上
掲

の
如

く
、
大
輕
讃

の

一
部
に
頭
註
が
施

さ
れ
て
居
り

そ
れ
以
後

「
文
明

版

」
ま
で
纏
績
し

て
書
か
れ
て
ゐ
る
。

(
以
上

の
問
題

に

一
つ
の
示
唆

を

與

へ

る
と
思
は
れ
る

「
永
享

八
年
本
」

の

『
浮
土
和
讃
』
は
現
存
し
な

い
。)
ま
た

こ

れ
等

の
問
題

と
關
蓮
し

て

「
享
徳
本
」

の
奥

書
に
次

い
で

「
清

風
寳
樹

ヲ
フ
ク

ト

キ

ハ
」

の
和
讃

を
第

三
句
ま

で
書

い
て
扶
沿
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ

る
。
何
故

丈
明
版

『
三
帖
和
讃
』

の
書

誌
學

的
研
究

(
淺

井
)
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丈
明
版

『
三
帖
和
讃

』

の
書

誌
學

的
研
究

(
淺

井
)

に
蓮
如
が
終
り
ま
で
書

か
な

い
で
申
途

で
抹
消
し
た

の
か
、
倫

こ
の
外

に

「
長

豫
本
」

に
は
明
ら
か
に

「
讃
阿
彌
陀
佛
偶

日
」
以
下

『
十
佳
毘
婆
娑
論
』

の
抄

出
等

が
書
か
れ
て
ゐ
な

い
の
か
。

(
こ
れ
は
享
徳
本
竜
同
じ
。
)

ま
た
諸

本

(
永

享

八
年
本

は
欲
)
に
は
撰
號

・題
號

の
順
序

に
な

つ
て
ゐ
る
が
何
故

「文

明
版
」
,
 

の
み
そ
れ
が
逆
に
な

つ
て
ゐ
る
か
等

々
の
問
題
が
あ
る
。

ま
た
左
訓
に
關

し
て

概
括
的

に

「
永
享
九
年
本
」
よ
り

「文
安

本
」

へ
、
更
に

「
享
徳
本
」
、
「長
藤

本
」

と
な
る
に
從

っ
て
漸
増

し
ま
た
町
寧

と
な
り
、
「
文
明
版
」
で
は
絵
程
整
備

さ
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
、上
述

の

『
正
像
末
和
讃
』

の

「
度
衆

生
心
ト
イ

フ

コ
ト

ハ
」

の
左
訓
を

「有
情

」
と
す
る
よ
り
は

「
衆
生
」

の
方
が

こ
の
場
合
適

切
で
あ

る
。

此
塵

で
存
如
及
び
蓮
如
が
書
爲

し
た
上
掲
諸
本

の
み

で
も
如
上

の
出
入
相
違

の
あ

る
こ
と
は

一
薩
何
を
物
語

っ
て
ゐ
る
か
を
考

ふ
べ
き

で
あ
る
。

こ

の
問
題

は
か

ゝ
る
四

五
本

の
み
に
よ

っ
て
容
易

に
解
決
し
得
る
も

の
で
は
な

い
。
唯
問

題

の
所

在
を
提
示
す
る
に
止
め
、

以
下
こ
れ
と
關
蓮
す
る
本
願
寺
に
於
け
る
三

帖
和
讃

の
傳
持
に
就
で

蓮
べ
よ
う
。

三

眞
宗
教
團

に
於
け
る
和
讃
傳
持
を
考

へ
る
時
、

高
田
派
を
は
じ
め
關
東

の
門

弟

は
和
讃

に
野
し
て
積
極
的

で
あ

っ
た
。

そ
れ
は

『
末
燈
鋤
』
所
牧

の
高

田
慶

(
5
)

信

の
漕
息

に

『
漂
土
和
讃
』

の

一
首
が
引

用
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
や
、

『
歎
異
抄
』

(
6
)

に
も
善
導
讃

の

一
首
善
性
本

『
御
清
息
集
』

の
最
後

に
も

二
首
が
記
載
さ
れ

て

ゐ
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
。

し
か
る
に
こ
れ
に
甥

し
て
本
願
寺

で
は
存

 

(7)

畳
が

『
破
邪
顯
正
抄
』
に
和
讃
誠
講

の
事
を
探
り

上
げ

て
ゐ
る
。
關
東
門
弟

の

和
讃

に
甥
す

る
態
度
と
本
願
寺
系

の
探
り
上
げ

方
と
自
か
ら
異
な
る
も

の
が
あ

っ
た
。

か

ゝ
る
こ
と
が
現
存
す
る
聖
教
を
通
じ
て
も

云
ひ
得
な

い
だ
ら
う

か
。

高
田
派
に
は
宗
組
自
筆
本

と
構
す
る

一
本
を
は
じ
め
、
『
眞
佛
傳
持

本
』
(
太
子

和
讃
)
、
『
顯
智
書
爲

本
』
等

が
あ
る
。

そ
れ
に
比
較

し
て
本
願
寺
系

で
は
眞
宗

書
誌

學
上
重
要
な
地
位
を
占
め
る
畳
存

二
師
や
乗
專

が
多
藪

の
聖
教
を
書
爲

し

て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず

三
帖
和
讃

は
見
當
ら
な

い
。
本
願
寺
系

で
は
高

田
派

に
比

較

し
て
三
帖

和
讃

に
封

し
て
比
較
的
浩
極
的

で
あ

っ
た
と
思

は
れ
る
。
宮
崎
博

士
は
本
願
寺
系

で
三
帖

和
讃

に
關
心
を
持

つ
に
至

っ
た
の
は
存
如

の
頃

か
ら
で

あ
る
と
指
摘

し
て
居

ら
れ
る
の
は
卓
見

で
あ
る
。

し
か
も
存

如
が
三
帖

和
讃

に

關
心
を
持

つ
に
至

っ
た

の
は
存
如

の
北
陸
教
化
と
關
連
す

る
と
考

へ
ら

れ
る
。

そ
れ
は
越
前

三
門
徒

の
租

と
云
は
れ
る
大

町
如
導

の

『
愚
暗

記
返
札

』
に

當
世

一
向
念
佛

シ
テ
在
家
ノ
男

女
聚

メ
ッ
ツ
愚
禿
善

信
ト
云
流

人

ノ
作

タ

ル
和
讃

ヲ
ウ

タ
ヒ
詠

シ
テ
同
ジ
音

二
念
佛

ヲ
唱

フ
ル
事
、

と
記
載
し
て
ゐ
る
。

『愚
暗

記
返
札
』
は
正
和
年
中
、
長
泉

寺

の
別
當

と
云
は
れ

る
孤
山
隠
士
が
當
時

の
教
界
に
現
は
れ
た
風
儀
行
儀
に
關

し
て
廿
ケ
條

に
亘

っ

て
論
難
し
た

『
愚
暗
記
』
に
返
答
し
た
も

の
で
あ
る
。

而
し
て

『
愚
暗

記
』
は

北
陸

の
念
佛
者
に
封
し
て
鏡

い
批
到
を
藪

ケ
條

に
及
ん
で
な
し
て
居

り
、
當

時

の
北
陸
門
徒

の
實

状

の

一
端
を
よ
く
示
す
も

の
で
あ
る
。

ま
た
元
徳
元
年
の
奥

書
を
有
す

る
佛

光
寺
了
源

の

『
算

頭
録
』
に
も
、

聖
入

ハ
ソ
ノ
一構

ヘ
ヤ
ス
カ
ラ

シ
メ
ム
タ
メ

ニ
、
和
用讃
ヲ
ツ
ク
リ

テ
、
調
謄論

ー

ヲ

ナ
サ

シ
メ
タ

マ
ヘ
リ
、

マ
タ
念
佛

ノ

モ
ノ
ウ
カ
ラ
ム
ト
キ

ハ
和
讃

ヲ
引

一聲
シ
テ
、
五
首

マ
タ
七
首
ヲ

モ
調
論

セ

シ
メ
タ

マ
ヘ
リ
ト
、

先
師
明
光

ヨ

リ
ウ

ケ
タ

マ
ハ
リ
キ
云

々
、

と
述

べ
て
ゐ
る
か
ら
、
當

時
本
願
寺
系

以
外

の
眞
宗
教
團
に
は
可
成
り
早
く
か

ら
和
讃
が
諏
謡
さ
れ

て
ゐ
た
も

の
と
思
は
れ
る
。
殊

に
如
導
は
も
と
三
河
圓
善

の
系
統
を
引
く
高
田
門
徒

で
あ

っ
た
。

從

っ
て
高
田
門
徒
内
に
於
け
る
和
讃
謁

論

の
傾
向

が
す

で
に
北
陸

へ
波
及
し
て
ゐ
た
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
。
緯

如

・
巧

如
と
纒
承

し
て
北
陸
教
線

の
擾
張
を
志
念
し
た
存

如
は
當
地
に
行
は
れ
る
和
讃
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に
關

心
を
持

つ
に
至

っ
た

の
は
蓋

し
當
然

の
事
と
考

へ
ら
れ
る
。
存
如
は

『
教

行
信
謹
』
か
ら
正
信
偶

を
抜
き
書
き
し
た
程

の
入
で
あ

る
。

四

更

に
聖
教
書
爲
に
於
げ

る
存
如

と
蓮
如
と

の
關
係
及
び
文

明
開
版

の
背
景
に

就

て
蓮

べ
よ
う
。

眞
宗
教
圖
に
於
て
聖
教

を
書
爲

し
門
弟
に
下
附
す

る
こ
と
は
宗
阻
以
來

の
傳

統

で
あ
る
。

畳
如

・
存
畳

が
多
藪

の
聖
教
を
書
窩
し
た
こ
と
は
顯
著
な
事
實

で

あ
る
。

ま
た
善
如
や
緯
如

が
こ
れ
を
纏
承
し
た
こ
と
は
現
存
す

る
聖
教

に
よ

っ

て
も
知
ら
れ
る
。

し
か
も

こ
れ
等
聖
教

の
下
附
は
巧
如

以
後
漸
次

そ
の
藪
を
増

し
、

存
如
に
至

つ
て
十
六
黙

が
教

へ
ら
れ
る
。

聖
教

下
附

は
門
末

の
要
講

に
礁

じ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま

で
も
な

い
。
し
か
も

蓮
如

は
父
存
如

に
代

っ

て
聖
教
を
書
窩
し
た
と
古

く
か
ら
傳

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

從

つ
て
蓮
如

の
聖
教
書

窩
は
父
存
如

の
指
示
に
よ
る
も

の
と
思
は
れ
る
。

し
か
も
存

如
の
聖
教

下
附
は

永
享

の
末
年
か
ら

一
時
中

止
さ
れ
て
ゐ
る

の
に
巽
し
て
、
蓮
如

の
聖
教
書
窟

は

そ

の
頃
か
ら
始
ま

っ
て
ゐ
る
の
は
右

の
事
實

を
裏
付

け
す

る
も

の
で
あ

ら
う
。

ま
た
蓮
如
が
聖
教
書
窩

し
た
期
間
前
後
約
六
十
年
中
、
書
寛

年
月
の
明
謹
あ

る

も

の
三
十
四
黙
中
、

嗣
法

時
代

の
約

二
十
年
間
に
書
窩

し
た
も

の
二
十
黙
を
籔

へ
る

こ
と
が
出
來
る
。

し
か
も
そ

の
中
最

も
同
藪

の
多

い
の
は
三
帖

和
讃

の
四

同

(
嗣
法
時
代
三
同
、

縫

職

の
翌
年

一
同
)

で
あ
る
。
存
如
も

ま
た
三
帖
和
讃

を

二
回
書
窩

し
て
ゐ
る
。

三
帖
和
讃
に
關
心
を
持

っ
た
の
は
存

如
で
あ
る
。

ま

た
聖
教

下
附
が
門
末

の
要
請
に
鷹
ず
る
も

の
で
あ
り
、

且

つ
門
末
教
化

の

一
端

を
示
唆
す

る
も

の
と
す
れ
ば
、

存
如
以
後
蓮
如

に
至

っ
て
著

し
く
多
く
な

っ
て

居

り
、
殊

に
存
如

・
蓮
如
が
聖
教
書
窩
中
、

三
帖
和
讃

の
下
附

同
藪

が
他

の
聖

教

に
比
較

し
て
最
も
多

い
こ
と
は
門
末

の
和
讃
に
封
す

る
要
請

を
そ
こ
に
見

出

す

こ
と
が
出
來
る
と
共

に
、

文
明
開
版
は
か

ゝ
る
要
請

に
慮

じ

た

も

の

で
あ

る
。
勿
論
か

ゝ
る
嬰
請
は
和
讃

の
誠
謙
に

起
因

す

る

が
、

ま

た

上
掲

古
爲
本

が
、
地

理
的

に
北
陸
近
江
門
末

に
下
附
さ
れ
た
こ
と
は
吉
崎

に
於

て
開
版
さ
れ

る
背
景
を
物
語
る
も

の
と
云
ひ
得
よ
う
。

五

以
上
、

本
願
寺
系

に
所
傳
す
る
三
帖
和
讃

の
古
爲
本
及

「
文
明
版
」

と
の
間

に
相
互
に
可
成

の
開
き

の
あ

る
こ
と
を
述

べ
る
と
共
に
、

本
願
寺

に
於
け

る
和

讃

の
傳
持

及
び
存
如

が
三
帖

和
讃

に
關
心
を
持

つ
に
至

っ
た
所
由
を
考
定

し
、

更
に
蓮
如

の
文

明
五
年

『
三
帖

和
讃
』
開
版

の
背
景
を
述

べ
た

つ
も

り

で
あ

る
。

蓮
如

の
開
版

に
よ

っ
て
三
帖
和
讃

に
樹
す
る
門
末

の
要
請
は

一
礁

充
さ
れ

た
と
思
は
れ
る
が
、
朝
夕

の
勤
行
に
ま

で
探
り
入
れ
ら
れ
た
正
信
偶

三
帖

和
讃

の
誠
論
は
釜

々
盛

ん
と
な
り
現
在

に
至

っ
た
も

の
で
あ
る
。

し
か
も
存
如

に
よ

っ
て
探
り
入
れ
ら
れ
艶
三
帖

和
讃

が
蓮
如

に
至

っ
て
文
明
開
版
と
な
り
、

北
陸

門
徒

の
要
請

を
充
し
た
こ
と
は
北
陸

に
於
け
る
眞
宗
教
團

の
庶
民
的
性

格

の

一

端
を
示
唆
す

る
も

の
と

い
ひ
得

る
。

1
 
宮
崎
圓
蓮
氏
、

『
眞
宗
書

誌
學

の
研
究
』
、
本
論
丈
は

上

述

の
意

味

で

こ
の
圭
閏
に
ょ
る
虎
が
多

い
。
多

屋
頼
俊
氏
、
『
和
噺讃
史

の
研
究
』

2

「
丈
明
版
」

と
封

比
す

る
の
は

「
丈
明
版
」
が
最
後

の
精
撰

さ
れ
た
竜

の
で
あ

る
と
云

ふ
意
味

で
な
く
、

「
丈
明
版
」
成
立

の
過
程
を
知

る

た

め

の

一
方
法
と
し
て
便
宜

上
採
り
上
げ

た
ま
で
で
あ
る
。

3
 

和
讃

の
讃
籔

は
以
下

い
つ

れ
竜

『
眞
宗
聖
教
全
書

』
に
よ
る
。

4
 
梯
俊
夫
氏
、
『
三
帖
和
讃

の
國
學
的
研
究
』

5

『
末
燈
鉛
』

+
四

6

『
歎
異
抄
』
第

十

五
章

7

『
破
邪
顯
正
抄
』
中

8
 
宮
崎
圓
蓮

氏
論
丈
、

「
室
町
時
代

に
於
け
る
正
信
偶

の
註
疏

に

就

て
」

(『
宗
學
院
論
輯
』
第

ご
十
三
鑛
所
牧
)

丈
明
版

『
三
帖

和
讃
』

の
書

誌
學

的
蘇
究

(
淺

弁
)
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